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債権の放棄について

１ 債権の内容等

（１） 債権の名称  国民健康保険の診療報酬に係る不当利得による返還金

（２） 債務者    記載削除

２ 事案の概要

本件は、令和５年１２月１日開催の区民委員会において「訴えの提起について」を報告

したとおり、関東信越厚生局が実施した調査により、埼玉県内の医療機関において国民健

康保険に係る診療報酬を不当に請求していた事実が判明したことから、当該医療機関に対

し、診療報酬の返還を請求したものである。

 その後、任意の支払いがなかったため、当該返還請求に係る訴訟を提起した。しかし、

相手方が民事再生手続きの申し立てを経て破産手続き開始の決定を受けたことにより、当

該訴訟は中断となった。

 破産手続により、区は配当金の納付を受けた。その後、破産手続終結後に免責許可が決

定した結果、配当金を除いた診療報酬返還金及び遅延損害金については、未回収のまま残

存するものである。

３ 残存する債権

 ６，０２２，０２３円

   ―内訳―

   債権総額     ７，１２０，１１１円

   配当金      １，０９８，０８８円

   放棄する債権額  ６，０２２，０２３円

４ 債権放棄の理由

 債務者の破産による免責許可の決定により、本債権について回収の見込みがないため。


